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７月に入り，民進党が老齢農民手当を現行の月 6000 台湾元（約 1 万 6800 円）
第２章　選挙のプロセスと勝敗を決めた要因
29
から 1000 元（約 2800 円）引き上げて 7000 元（約 1 万 9600 円）にする公約を発
表した。これにより農村票の獲得で民進党が有利になり，地方での選挙情勢













































10 月 8 日，蔡は「台湾は中華民国，中華民国は台湾」と発言した。続けて




10 月 9 日，台南市の蔡の選挙集会において 2 歳の三つ子が家から持ってき






の公演のミュージカルが 2 億 3000 万元（約 6 億円）の経費を使ったことに批
判が集中し，担当閣僚が辞任に追い込まれる事態が生じた。また，馬政権は老
齢農民手当について，4 年ごとに消費者物価の上昇に応じて金額を調整すると
いう原則を作り，翌年から 316 元（885 円）引き上げて 6316 元（１万 7685 円）
にすると 10 月 18 日に発表した。これは民進党との違いを出すもので，都市部
知識層では評価の声があがったが，引き上げ額があまりに小さいので農村部で
は馬への逆風となった。 










2 日後の 10 月 19 日夜，総統府発言人が「公民投票」（レファレンダム）に
言及した。そして翌 20 日，馬英九が記者会見で「平和協定には時間表はない。
平和協定を推進する前に公民投票にかける。公民投票が通過しなればやらな
い」と発言し急ブレーキをかけた。10 月 22 日の『聨合報』の社論は，馬英九
の発言のブレについて「理解できない」と書いている（１）。10 月 24 日，馬英九
は平和協定の前提として「十大保証」を語り，発言のブレは続いた。
図 1 のように台湾のテレビ局 TVBS の世論調査では，平和協定発言後の 10
月 26 日から 11 月 3 日までの 1 週間の間に馬の蔡に対するリード幅が 9 ポイン
トから 3 ポイントへと縮小し，11 月 16 日には完全に横に並んだ。これは事実
上蔡のリードを示す数字で，馬の選挙情勢は危機的状況に陥った。馬は蔡批判
を強め野党候補のような攻撃型の選挙戦をおこなった。11 月 18 日，馬は老齢









































































12 月 3 日，3 候補による 1 回目のテレビ討論会が開催された。馬・蔡の両陣
営とも決戦と位置づけて臨んだが勝敗はつかなかった。馬はオープニングの演
説がかなり早口であせっている印象を与えたのと，蔡への攻撃が多くまるで野
党の候補のような印象があった。蔡は 2010 年 4 月の ECFA をめぐるテレビ討
論会では劣勢であったが，今回はある程度の出来であった。宋もある程度の出
来であった。このテレビ討論会は中国大陸でもネット中継された。12 月 10 日
には副総統候補のテレビ討論会， 12 月 17 日には 2 回目の 3 候補テレビ討論会
がおこなわれた。










































?2011? 12? 10?? 2012? 1? 12??
（%）
12月10日 12月14日 12月17日 12月22日 12月27日 12月29日 1月2日 1月4日 1月6日 1月10日 1月12日
馬英九 39 40 40 41 44 44 45 41 43 44 44
蔡英文 39 38 36 35 38 35 37 35 35 35 34
宋楚瑜 6 7 7 8 6 7 6 7 6 6 6
未決定 16 15 17 16 12 13 13 17 16 15 16































































































































































なったのである。本章が「92 年コンセンサス」を 2012 年総統選挙の最大の争
点であったと位置づけるのはこのような広い意味においてである。
４．中国要因















































































（１） 「和平協議不是統一 而是轉移統一議題」（『聨合報』2011 年 10 月 22 日）。
（２）『台湾通信』2010 年 11 月 11 日の蔡英文インタビュー（http://taitsu-news.com/
front/bin/ptdetail.phtml?Part=int101&Category=303439）。アクセス日は 2012 年 4 月
6 日。
（３）2010 年台北市長選挙については，小笠原欣幸［2012］を参照。 
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――」（『東洋文化研究所紀要』第 161 冊　37-83ページ）。
